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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランダムアクセス手順において、ランダムアクセスプリアンブルの使用状況が所定条件
を満たす場合に、バックオフ値を通知するバックオフ・インディケータを送信するように
構成されているバックオフ・インディケータ送信部を具備し、
　前記バックオフ値は、移動局におけるランダムアクセスプリアンブルの送信タイミング
に係る値であり、
　前記バックオフ・インディケータ送信部は、連続する第１所定数の測定期間の全てにお
いて前記移動局から受信したランダムアクセスプリアンブルの総数が第１閾値を超えてい
た場合に、通知するバックオフ値を増加させるように構成されており、
　前記バックオフ・インディケータ送信部は、連続する第２所定数の測定期間の全てにお
いて前記移動局から受信したランダムアクセスプリアンブルの総数が第２閾値以下であっ
た場合に、通知するバックオフ値を減少させるように構成されていることを特徴とする無
線基地局。
【請求項２】
　前記ランダムアクセスプリアンブルの使用状況として、測定期間内で前記移動局から受
信した該ランダムアクセスプリアンブルの総数、該ランダムアクセスプリアンブルを送信
する物理ランダムアクセスチャネルにおける受信電力、該物理ランダムアクセスチャネル
における干渉電力、或いは、該物理ランダムアクセスチャネルにおけるＳＩＮＲ又はＥｓ
/Ｎ０の少なくとも１つが用いられることを特徴とする請求項１に記載の無線基地局。
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【請求項３】
　前記バックオフ・インディケータ送信部は、通知するバックオフ値が０となる場合には
、前記バックオフ・インディケータを送信しないように構成されていることを特徴とする
請求項１に記載の無線基地局。
【請求項４】
　無線基地局が、ランダムアクセス手順において、ランダムアクセスプリアンブルの使用
状況が所定条件を満たす場合に、バックオフ値を通知するバックオフ・インディケータを
送信する工程Ａと、
　前記移動局が、前記バックオフ値に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信タ
イミングを調整する工程Ｂとを有し、
　前記工程Ａにおいて、前記無線基地局は、連続する第１所定数の測定期間の全てにおい
て前記移動局から受信したランダムアクセスプリアンブルの総数が第１閾値を超えていた
場合に、通知するバックオフ値を増加させ、
　前記工程Ａにおいて、前記無線基地局は、連続する第２所定数の測定期間の全てにおい
て前記移動局から受信したランダムアクセスプリアンブルの総数が第２閾値以下であった
場合に、通知するバックオフ値を減少させることを特徴とする移動通信方法。
【請求項５】
　前記ランダムアクセスプリアンブルの使用状況として、測定期間内で前記移動局から受
信した該ランダムアクセスプリアンブルの総数、該ランダムアクセスプリアンブルを送信
する物理ランダムアクセスチャネルにおける受信電力、該物理ランダムアクセスチャネル
における干渉電力、或いは、該物理ランダムアクセスチャネルにおけるＳＩＮＲ又はＥｓ
/Ｎ０の少なくとも１つが用いられることを特徴とする請求項４に記載の移動通信方法。
【請求項６】
　前記工程Ａにおいて、前記無線基地局は、通知するバックオフ値が０となる場合には、
前記バックオフ・インディケータを送信しないことを特徴とする請求項４に記載の移動通
信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線基地局及び移動通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式の移動通信システムでは、移
動局ＵＥが、通信開始時に行うランダムアクセス手順（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐ
ｒｏｃｅｄｕｒｅ）を開始するために、ＰＲＡＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ、物理ランダムアクセスチャネル）を介して、ＲＡ（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ）プリアンブルを送信するように構成されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３２１　Ｖ８.４.０
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００　Ｖ８.７.０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述の移動通信システムでは、同一のセルに複数の移動局ＵＥが在圏し
ている場合等には、複数の移動局ＵＥによって同時に送信されたＲＡプリアンブルが衝突
してしまい、ランダムアクセス手順の成功確率が低下してしまうという問題点があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、ランダムアクセス手順の
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成功確率を向上させることができる無線基地局及び移動通信方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴は、無線基地局であって、ランダムアクセス手順において、ランダ
ムアクセスプリアンブルの使用状況が所定条件を満たす場合に、バックオフ値を通知する
バックオフ・インディケータを送信するように構成されているバックオフ・インディケー
タ送信部を具備し、前記バックオフ値は、移動局におけるランダムアクセスプリアンブル
の送信タイミングに係る値であることを要旨とする。
【０００７】
　本発明の第２の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局が、ランダムアクセス手順
において、ランダムアクセスプリアンブルの使用状況が所定条件を満たす場合に、バック
オフ値を通知するバックオフ・インディケータを送信する工程Ａと、前記移動局が、前記
バックオフ値に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信タイミングを調整する工
程Ｂとを有することを要旨とする。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように、本発明によれば、ランダムアクセス手順の成功確率を向上させる
ことができる無線基地局及び移動通信方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局によって送信されるＢａｃｋｏｆｆ値
の一例を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図３を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００１１】
　本実施形態に係る移動通信システムは、ＬＴＥ方式の移動通信システムであって、本実
施形態に係る移動通信システムでは、図１に示すように、移動局ＵＥは、ランダムアクセ
ス手順を開始するために、ＰＲＡＣＨを介して、無線基地局ｅＮＢに対して、ＲＡプリア
ンブルを送信するように構成されている。
【００１２】
　図２に示すように、本実施形態に係る無線基地局ｅＮＢは、ＲＡプリアンブル計数部１
１と、電力測定部１２と、判定部１３と、バックオフ・インディケータ送信部１４とを具
備している。
【００１３】
　ＲＡプリアンブル計数部１１は、各測定期間内で移動局ＵＥから受信したＲＡプリアン
ブルの総数を計数するように構成されている。
【００１４】
　電力測定部１２は、ＰＲＡＣＨにおける受信電力や干渉電力やＳＩＮＲ（Ｓｉｇｎａｌ
　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　ｐｏｗｅｒ　ｒａｔｉｏ）
やＥｓ/Ｎ０（Ｅｎｅｒｇｙ　ｐｅｒ　ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒ　Ｎｏｉｓｅ　ｓｐｅｃｔ
ｒａｌ　ｄｅｎｓｉｔｙ）を測定するように構成されている。
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【００１５】
　判定部１３は、ランダムアクセスプリアンブルの使用状況が所定条件を満たすか否かに
ついて、例えば、連続する第１所定数ＴｈＣＮＴ，ＵＰの測定期間の全てにおいて移動局
ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰを超え
ていたか否かについて、或いは、連続する第２所定数ＴｈＣＮＴ，ＤＯＷＮの測定期間の
全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが第２閾値Ｔ
ｈＮＵＭＤＯＷＮ以下であるか否かについて判定するように構成されている。
【００１６】
　或いは、判定部１３は、ランダムアクセスプリアンブルの使用状況が所定条件を満たす
か否かについて、例えば、ＰＲＡＣＨにおける受信電力や干渉電力やＳＩＮＲやＥｓ/Ｎ
０の少なくとも１つが所定閾値よりも大きい或いは小さいか否かについて判定するように
構成されていてもよい。
【００１７】
　バックオフ・インディケータ送信部１４は、ランダムアクセス手順において、ＲＡプリ
アンブルの使用状況が所定条件を満たす場合に、バックオフ値（Ｂａｃｋｏｆｆ値）を通
知するバックオフ・インディケータ（Ｂａｃｋｏｆｆ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）を送信する
ように構成されている。
【００１８】
　ここで、バックオフ値は、移動局ＵＥにおけるＲＡプリアンブルの送信タイミングに係
る値であり、例えば、図３に示すように、「０」～「９６０（ｍｓ）」の値となり得る。
【００１９】
　例えば、バックオフ・インディケータ送信部１４は、連続する第１所定数ＴｈＣＮＴ，

ＵＰの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐ

ｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰを超えていた場合に、通知するバックオフ値を増加させる
ように構成されている。
【００２０】
　すなわち、バックオフ・インディケータ送信部１４は、連続する第１所定数ＴｈＣＮＴ

，ＵＰの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍ

ｐｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰを超えていた場合に、前回通知したバックオフ値よりも
大きいバックオフ値を含むバックオフ・インディケータを送信するように構成されている
。
【００２１】
　また、バックオフ・インディケータ送信部１４は、連続する第２所定数ＴｈＣＮＴ，Ｄ

ＯＷＮの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍ

ｐｒｅが第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮ以下である場合に、通知するバックオフ値を減少さ
せるように構成されていてもよい。
【００２２】
　すなわち、バックオフ・インディケータ送信部１４は、連続する第２所定数ＴｈＣＮＴ

，ＤＯＷＮの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎ
ｕｍｐｒｅが第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮ以下である場合に、前回通知したバックオフ値
よりも小さいバックオフ値を含むバックオフ・インディケータを送信するように構成され
ている。
【００２３】
　なお、バックオフ・インディケータ送信部１４は、通知するバックオフ値が０となる場
合には、バックオフ・インディケータを送信しないように構成されていてもよい。
【００２４】
　例えば、バックオフ・インディケータ送信部１４は、図３に示す「Ｉｎｄｅｘ」を含む
バックオフ・インディケータを送信するように構成されていてもよい。したがって、バッ
クオフ・インディケータ送信部１４は、「Ｉｎｄｅｘ」＝「０」を含むバックオフ・イン
ディケータを送信しないように構成されていてもよい。
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【００２５】
　また、バックオフ・インディケータ送信部１４は、ＲＡレスポンスによって、バックオ
フ・インディケータを送信するように構成されていてもよい。
【００２６】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作）
　図４及び図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作につ
いて説明する。
【００２７】
　図４に示すように、ステップＳ１００１において、移動局ＵＥが、ランダムアクセス手
順を開始するにあたって、ＰＲＡＣＨを介して、無線基地局ｅＮＢに対して、ＲＡプリア
ンブル（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｅａｍｂｌｅ）を送信する。
【００２８】
　ステップＳ１００２において、無線基地局ｅＮＢは、受信したＲＡプリアンブルに応じ
て、移動局ＵＥに対して、ＲＡレスポンス（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎ
ｓｅ）を送信する。
【００２９】
　ここで、無線基地局ｅＮＢは、ＲＡレスポンスによってバックオフ・インディケータを
送信するか否かについて判定する。以下、かかる判定動作について、図５を参照して説明
する。
【００３０】
　図５に示すように、ステップＳ１０１において、無線基地局ｅＮＢは、ある測定期間内
で受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅを計数する。
【００３１】
　ステップＳ１０２において、無線基地局ｅＮＢは、バックオフ・インディケータを示す
「Ｉｎｄｅｘ（以下、ＩｎｄｅｘＢＩ）」が「１２」ではなく、かつ、ＲＡプリアンブル
の総数Ｎｕｍｐｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰよりも大きいか否かについて判定する。
【００３２】
　「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「１２」ではなく、かつ、ＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅ

が第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰよりも大きい場合には、無線基地局ｅＮＢは、ステップＳ１０
４において、カウンタＣｏｕｎｔＵＰをインクリメントする処理(ＣｏｕｎｔＵＰ＋＋)を
行い、ステップＳ１０５の処理に進む。
【００３３】
　一方、「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「１２」である、或いは、ＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍ

ｐｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰよりも大きくない場合には、無線基地局ｅＮＢは、ステ
ップＳ１０３において、カウンタＣｏｕｎｔＵＰを初期化する処理(ＣｏｕｎｔＵＰ＝０)
を行い、ステップＳ１０７に進む。
【００３４】
　ステップＳ１０５において、無線基地局ｅＮＢは、カウンタＣｏｕｎｔＵＰが閾値（第
１所定数）ＴｈＣＮＴ，ＵＰよりも大きいか否かについて判定する。　カウンタＣｏｕｎ
ｔＵＰが閾値ＴｈＣＮＴ，ＵＰよりも大きい場合には、無線基地局ｅＮＢは、「Ｉｎｄｅ
ｘＢＩ」をインクリメントする処理（ＩｎｄｅｘＢＩ＋＋）を行い、ステップＳ１０７に
進む。　一方、カウンタＣｏｕｎｔＵＰが閾値ＴｈＣＮＴ，ＵＰよりも大きくない場合に
は、無線基地局ｅＮＢは、ステップＳ１０７に進む。
【００３５】
　ステップＳ１０７において、無線基地局ｅＮＢは、「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「０」ではな
く、かつ、ＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮよりも小
さいか否かについて判定する。
【００３６】
　「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「０」ではなく、かつ、ＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが
第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮよりも小さい場合には、無線基地局ｅＮＢは、ステップＳ１
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０９において、カウンタＣｏｕｎｔＤＯＷＮをインクリメントする処理(ＣｏｕｎｔＤＯ

ＷＮ＋＋)を行い、ステップＳ１１０の処理に進む。
【００３７】
　一方、「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「０」である、或いは、ＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐ

ｒｅが第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮよりも小さくない場合には、無線基地局ｅＮＢは、ス
テップＳ１０８において、カウンタＣｏｕｎｔＤＯＷＮを初期化する処理(ＣｏｕｎｔＤ

ＯＷＮ＝０)を行い、ステップＳ１１２に進む。
【００３８】
　ステップＳ１１０において、無線基地局ｅＮＢは、カウンタＣｏｕｎｔＤＯＷＮが閾値
（第２所定数）ＴｈＣＮＴ，ＤＯＷＮよりも大きいか否かについて判定する。　カウンタ
ＣｏｕｎｔＤＯＷＮが閾値ＴｈＣＮＴ，ＤＯＷＮよりも大きい場合には、無線基地局ｅＮ
Ｂは、「ＩｎｄｅｘＢＩ」をデクリメントする処理（ＩｎｄｅｘＢＩ――）を行い、ステ
ップＳ１１２に進む。　ステップＳ１１２において、無線基地局ｅＮＢは、「Ｉｎｄｅｘ

ＢＩ」が「０」でないか否かについて判定する。
【００３９】
　「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「０」でない場合には、ステップＳ１１３において、無線基地局
ｅＮＢは、現在の「ＩｎｄｅｘＢＩ」に対応するバックオフ値を含むバックオフ・インデ
ィケータを送信すべきであると判定する。
【００４０】
　一方、「ＩｎｄｅｘＢＩ」が「０」である場合には、無線基地局ｅＮＢは、バックオフ
値を含むバックオフ・インディケータを送信すべきでないと判定する。
【００４１】
　次に、図４に戻り、移動局ＵＥは、バックオフ・インディケータを受信した場合、通知
されたバックオフ値を最大値とした一様分布に従って、以降のＰＲＡＣＨにおける所定情
報（例えば、ＲＡプリアンブルやＳｃｈｅｄｕｌｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ等）の
送信タイミングを遅らせる。
【００４２】
　ステップＳ１００３において、移動局ＵＥは、ＰＲＡＣＨを介して、無線基地局ｅＮＢ
に対して、Ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎを送信する。
【００４３】
　ここで、移動局ＵＥは、バックオフ・インディケータを受信した場合、バックオフ値に
基づいて決定された送信タイミングにおいて、Ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎを送信する。なお、移動局ＵＥは、バックオフ・インディケータを受信した場合に
は、所望の送信タイミングで、Ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎを送信す
ることができる。
【００４４】
　ステップＳ１００４において、無線基地局ｅＮＢは、移動局ＵＥに対して、受信したＳ
ｃｈｅｄｕｌｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎに応じて、Ｃｏｎｅｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅ
ｓｏｌｕｔｉｏｎを送信する。
【００４５】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの作用・効果）
　本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムによれば、混雑時等において、各移動
局ＵＥによるＰＲＡＣＨにおける所定情報（例えば、ＲＡプリアンブルやＳｃｈｅｄｕｌ
ｅｄ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ等）の送信タイミングを分散させることで、ランダムア
クセス手順の成功確率を向上させることができる。
【００４６】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００４７】
　本実施形態の第１の特徴は、無線基地局ｅＮＢであって、ランダムアクセス手順におい
て、ＲＡプリアンブルの使用状況が所定条件を満たす場合に、バックオフ値を通知するバ
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ックオフ・インディケータを送信するように構成されているバックオフ・インディケータ
送信部１４を具備し、バックオフ値は、移動局ＵＥにおけるＲＡプリアンブルの送信タイ
ミングに係る値であることを要旨とする。
【００４８】
　本実施形態の第１の特徴において、ＲＡプリアンブルの使用状況として、測定期間内で
移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅ、ＲＡプリアンブルを送信
するＰＲＡＣＨにおける受信電力、ＰＲＡＣＨにおける干渉電力、或いは、ＰＲＡＣＨに
おけるＳＩＮＲ又はＥｓ/Ｎ０の少なくとも１つが用いられてもよい。
【００４９】
　本実施形態の第１の特徴において、バックオフ・インディケータ送信部１４は、連続す
る第１所定数ＴｈＣＮＴ，ＵＰの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプ
リアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰを超えていた場合に、通知する
バックオフ値を増加させるように構成されており、バックオフ・インディケータ送信部１
４は、連続する第２所定数ＴｈＣＮＴ，ＤＯＷＮの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥか
ら受信したＲＡプリアンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮ以下であ
る場合に、通知するバックオフ値を減少させるように構成されていてもよい。
【００５０】
　本実施形態の第１の特徴において、バックオフ・インディケータ送信部１４は、通知す
るバックオフ値が０となる場合には、前記バックオフ・インディケータを送信しないよう
に構成されていてもよい。
【００５１】
　本実施形態の第２の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局ｅＮＢが、ランダムア
クセス手順において、ＲＡプリアンブルの使用状況が所定条件を満たす場合に、バックオ
フ値を通知するバックオフ・インディケータを送信する工程Ａと、移動局ＵＥが、バック
オフ値に基づいて、ＲＡプリアンブルの送信タイミングを調整する工程Ｂとを有すること
を要旨とする。
【００５２】
　本実施形態の第２の特徴において、ＲＡプリアンブルの使用状況として、測定期間内で
移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総数、ＲＡプリアンブルを送信するＰＲＡＣ
Ｈにおける受信電力、ＰＲＡＣＨにおける干渉電力、或いは、ＰＲＡＣＨにおけるＳＩＮ
Ｒ又はＥｓ/Ｎ０の少なくとも１つが用いられてもよい。
【００５３】
　本実施形態の第２の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢは、連続する第
１所定数ＴｈＣＮＴ，ＵＰの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリア
ンブルの総数Ｎｕｍｐｒｅが第１閾値ＴｈＮＵＭＵＰを超えていた場合に、通知するバッ
クオフ値を増加させ、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢは、連続する第２所定数ＴｈＣ

ＮＴ，ＤＯＷＮの測定期間の全てにおいて移動局ＵＥから受信したＲＡプリアンブルの総
数Ｎｕｍｐｒｅが第２閾値ＴｈＮＵＭＤＯＷＮ以下である場合に、通知するバックオフ値
を減少させてもよい。
【００５４】
　本実施形態の第２の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢは、通知するバ
ックオフ値が０となる場合には、前記バックオフ・インディケータを送信しなくてもよい
。
【００５５】
　なお、上述の無線基地局ｅＮＢ及び移動局ＵＥの動作は、ハードウェアによって実施さ
れてもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施され
てもよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００５６】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
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ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００５７】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、無線基地局ｅＮＢ及び移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。また、かか
る記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして無線基地局ｅＮＢ及
び移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
【００５８】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００５９】
ＵＥ…移動局
ｅＮＢ…無線基地局
１１…ＲＡプリアンブル計数部
１２…電力測定部
１３…判定部
１４…バックオフ・インディケータ送信部
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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